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東郷町地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定にあたり、地域の課題や福祉活動、地域福祉の

推進方向など、住民の皆さまからのご意見をお聞きするためにアンケート調査を実施しました。 

地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に当たり、地域福祉に関するボランティア団体など福

祉関係団体等を対象に、町内における地域福祉を取り巻く現状や課題、今後の方向性についての

意見を聴取し、計画策定の基礎資料とするために、ヒアリング調査を実施しました。 

 

地域福祉計画・地域福祉活動計画 

策定に向けた 

アンケート・ヒアリング調査 
【調査結果報告書・概要版】 

平成 31年３月 

東 郷 町 

アンケート調査の目的 

 

アンケート調査の実施概要 

区分 対象者 調査期間 調査方法 
回収状況 

回収数 回収率 

町民一般 
18歳以上の 

町民 2,000名 

平成 31年 1月 10日～ 

1月 24日 

郵送による 

配布・回収 

788 39.4％ 

区長・ 

自治会長 

区長・自治会長 

17名 
17 100％ 

民生委員・

児童委員 

民生委員・ 

児童委員 49名 
39 79.6％ 

 

ヒアリング調査の目的 

 

 

ヒアリング調査の実施概要 

実施団体 調査期間 

子ども・子育て支援（４団体）、青少年健全育成（１団体）、 

障がい者支援（６団体）、高齢者支援（６団体）、 

地域活動（10団体）、更生保護（２団体）  計 29 団体 

平成 31年 1月 10日～1月 24日 
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● 回答者の性別                 

 

 

 

 

 

● 回答者の年齢     ● 回答者の居住地区       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の通算居住年数         

 

 

 

 

 

 

 

 

  アアンンケケーートト調調査査結結果果【【1188 歳歳以以上上町町民民】】  
  

１ 

42.5 52.4 0.6 4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=788）

男性 女性 回答しない 不明・無回答

1.5 

5.7 

7.1 

11.9 

16.5 

17.4 

20.1 

14.2 

1.5 

4.1 

0% 10% 20% 30%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

９０代以上

不明・無回答

全体（N=788）

17.9 

16.0 

14.3 

14.5 

20.1 

9.0 

8.2 

0% 10% 20% 30%

東郷小学校区

春木台小学校区

諸輪小学校区

音貝小学校区

高嶺小学校区

兵庫小学校区

不明・無回答

全体（N=788）

6.3 3.6 6.0 18.1 16.9 44.9 4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=788）

０～３年未満 ３～５年未満 ５～１０年未満

１０～２０年未満 ２０～３０年未満 ３０年以上

不明・無回答
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● 現在、どの程度ご近所づきあいをしていますか。 

  → 困ったときには、相談し、助け合える、という人が約３割となっています。 

10.2 21.6 21.4 33.5 4.3 7.7 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=788）

何かで困ったときには、相談し、助け合える

簡単なことであれば、困ったときに相談し、助け合える

助け合いや相談はしないが、世間話をする

世間話などはしないが、あいさつをする

顔は知っているが、言葉を交わすほどではない

ほとんど近所づきあいはない

不明・無回答

 

● あなたの住む地域の状況や課題は何ですか。【複数回答】 

  → となり近所や世代間での交流が少ないと感じる人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

13.2 

33.8 

29.6 

12.9 

16.2 

8.5 

18.1 

9.0 

3.0 

6.6 

5.8 

14.5 

15.4 

15.7 

4.2 

19.9 

5.3 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40%

あいさつをしない人が多い

となり近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の行事や活動が活発でない

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

地域での子どもの見守りが少ない

高齢者への声かけ・見守りが少ない

障がい者への理解や支援が少ない

子どもや高齢者、障がい者に対する虐待防止への支援が少ない

健康に対する意識が低く、取組が少ない

犯罪が増加している

災害への意識や備えが足りない

交通マナーが乱れている

道ばたのごみが多く、ごみ出しのマナーが悪い

外国人との共生に向けた理解や支援が少ない

特にない

その他

不明・無回答

全体（N=788）
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● あなたは、区・自治会などのご近所の地域活動に参加していますか。 

  → 少しでも参加経験のある人は７割を超えています。 

7.2 30.3 35.0 26.0 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=788）

よく参加している ときどき参加している

あまり参加したことがない まったく参加したことがない

不明・無回答

 

● あなたは、ボランティア・町民主体の活動やＮＰＯ活動に参加していますか。 

  → 参加経験のある人はご近所の地域活動と比べると低くなっています。 

3.3 8.2 23.2 62.4 2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=788）

よく参加している ときどき参加している

あまり参加したことがない まったく参加したことがない

不明・無回答

 

● あなたは、今後、社会福祉協議会にどのような分野での役割を期待しますか。【複数回答】 

  → 高齢者への支援や福祉の情報発信への期待が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.4 

21.2 

26.3 

35.0 

11.5 

12.3 

16.6 

21.3 

19.3 

0.8 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢者の介護や見守りなどに関すること

地域福祉活動や住民参加を支援すること

障がい者の支援に関すること

福祉に関する情報の発信

福祉教育に関すること

ボランティア活動の推進に関すること

生活困窮者の支援に関すること

あらゆる相談に応じること

わからない

その他

不明・無回答

全体（N=788）
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● 地域に住む人同士が、生活上の問題を共有し、解決に向けて考え、行動できるような「支え合う地域

づくり」のために、地域としてどのようなことに取り組む必要があると思いますか。【複数回答】 

  → 普段からの近所づきあい、災害への備え、高齢者の見守りに関する取組が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「支え合う地域づくり」を進めるために、行政（町）はどのような支援を行う必要があると思いますか。

【複数回答】 

  → 身近な場所で相談できるようにすることや、情報提供、人の交流機会を設けるなどの支援が求め

られています。 

 

59.5 

26.4 

38.3 

15.5 

21.2 

23.6 

14.0 

46.1 

5.2 

2.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

となり近所の住民同士の普段からのつきあい

祭りやイベントなどを通した住民同士の交流

ひとり暮らしの高齢者や

高齢者のみの家族等の見守りなどの活動

障がいに対する理解や知識の習得

病気やけがなど緊急時の対応

防犯対策・交通安全対策の確立

子どもたちの見守りや相談受付など、子育てを通した交流

災害などに備えた地域での協力体制づくり

特にない

その他

不明・無回答

全体（N=788）

37.6 

19.9 

41.5 

33.8 

39.5 

21.4 

18.7 

5.5 

1.8 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の人々が知り合う機会を設ける

地域福祉について学ぶ機会を設ける

身近な場所に相談窓口を増やす

孤立している障がい者・介護を要する高齢者を時々訪問して

見守る人たちを養成する

情報提供・情報発信を充実させる

区・自治会やボランティア等の活動団体を支援する

学校等での福祉教育を充実する

特にない

その他

不明・無回答

全体（N=788）
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41.2 

58.8 

41.2 

23.5 

29.4 

17.6 

23.5 

5.9 

23.5 

5.9 

11.8 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

活動のリーダーがいない

地域福祉活動に関わる人が少ない

地域福祉に無関心な人が多い

活動について相談できるところがない

活動がマンネリ化している

活動に必要な情報が得られない

活動範囲が広すぎる

活動範囲が狭すぎる

団体・組織間の連携が乏しい

特に課題はない

その他

不明・無回答

全体（N=17）

17.6 

5.9 

11.8 

41.2 

64.7 

23.5 

5.9 

17.6 

35.3 

29.4 

11.8 

17.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもへの福祉教育

生涯学習活動と連携した福祉教育の推進

子育て支援に関する取組

地域住民のふれあいの場づくり（サロンなど）

地域住民が活動に参加するためのきっかけづくり

高齢者や障がい者などの生活の手助け

車を運転できない人などへの外出支援

ひとり暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、障がい者、子どもなど

を対象とする見守り

ひとり暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、障がい者、子どもなど

への情報提供や相談対応

避難行動要支援者の把握と対応

地域の様々な団体との連携

住民が広く参加できるイベントや行事の開催

特に取り組むべき活動はない

その他

不明・無回答

全体（N=17）

 

 

 

● あなたがお住まいの地域では、地域住民による地域の支え合い活動を進めるにあたっての課題はあり

ますか。【複数回答】 

  → 地域福祉への関心を高めること、地域活動の担い手の育成を課題としている意見が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 今後、あなたがお住まいの地域で、支え合い・助け合い活動を推進するために何が必要だと思いますか。

【複数回答】 

  → 活動に参加するきっかけや、交流の場づくりなど、地域に参加しやすい環境の整備が求められています。 

 

 

 
  

  アアンンケケーートト調調査査結結果果【【区区長長・・自自治治会会長長】】  
  
  

２ 
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● あなたがお住まいの地域において、これから特に支援が必要だと思う対象は誰ですか。【複数回答】 

  → 高齢者とその介護者を中心に、幅広い対象への回答がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 対象者の支援に向けた地域の助け合い・支え合い活動を推進するために必要なことは何ですか。

【複数回答】 

  → 活動の担い手の育成、専門家の派遣、要支援者の情報提供などが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アアンンケケーートト調調査査結結果果【【民民生生委委員員・・児児童童委委員員】】  
  

３ 

59.0 

51.3 

7.7 

56.4 

12.8 

12.8 

38.5 

12.8 

5.1 

5.1 

2.6 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ひとり暮らし高齢者

高齢者のみの世帯

障がい者

認知症高齢者

ひとり親家庭

子育て中の家庭

高齢者や障がい者を介護している人

不登校、ひきこもり

低所得者

外国人住民

その他

不明・無回答

全体（N=39）

7.7 

46.2 

23.1 

17.9 

51.3 

10.3 

10.3 

20.5 

25.6 

33.3 

0.0 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

先進的な活動事例の紹介

専門性を持った人材、団体の派遣

情報発信に関する支援

団体や組織間の連携支援

活動の担い手となる人材育成

活動費などの経済的な支援

活動場所の確保に関する支援

活動について相談できる機会の充実

広く町民に対する地域福祉の啓発

支援を要する人の情報提供

その他

不明・無回答

全体（N=39）
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東郷町地域福祉計画・地域福祉活動計画策定に向けた 

アンケート・ヒアリング調査 

【調査結果報告書・概要版】 

発行年月／平成 31年３月  発行／東郷町 福祉部 福祉課 

〒470-0198 愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地 電話：0561-56-0732（直通） 

 

 

 

● 団体が活動を行う上で困っていることはどのようなことですか。【複数回答】（Ｎ＝23） 

  → 担い手の確保、要支援者の情報、活動の活性化に関する意見が多くみられます。 

選択肢 件数 選択肢 件数 

新しいメンバーが入らない 13 町民に情報発信する場や機会が乏しい 3 

支援を必要とする人の情報が得にくい 7 他の団体と交流する機会が乏しい 2 

活動のマンネリ化 6 人々のニーズに合った活動ができていない 0 

活動資金が足りない 5 特に困ったことはない 5 

後継者がいない 4 その他 0 

活動の場所（拠点）の確保が難しい 4   

 

 

● 今後、団体と役場・社会福祉協議会との協働でどのようなことに取り組めると思いますか。 

 

【活動の支援】 

各々がどのようなアンテナを立てて地域の人の生活を見守り、安全で便利ですごしやすい生活をで

きるようにしていくのか、役場や社協の方から声掛けをしていただいて、少しずつ進めていければよ

いかと思う。＜地域活動＞ 

 

 

【人材の確保】 

 メンバーの減少があり、将来が不安である。何らかの支援により安定した活動を続けたい。 

 ＜地域活動＞ 

 

 

【情報提供】 

子育て情報を今のお母さんに届きやすい形で発信したい（紙、HP、LINE）。マルシェや子育てセミ

ナーなどで協働できるのでは。＜子ども・子育て支援＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  団団体体ヒヒアアリリンンググ調調査査結結果果  
  

４ 


